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柴

田

主夏

秀

翠
徳
太
子
の
備
教
に
劃
す
る
態
度

聖
徳
太
子
は
日
本
文
化
の
開
導
者
で
る
り
、
一
脚
儒
悌
三
救
の
融
合
的
創
見
者
で
あ
り
‘
日
本
闘
体
の
基
礎
的
創
見
者
で
あ
り
、
日
本
伸

散
の
始
祖
的
位
勧
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
誰
人
も
否
む
と
と
の
出
来
ぬ
事
宜
で
あ
る
‘
各
方
一
耐
の
何
れ
の
上
か
ら
見
て
も
太
子
の
存
在

は
偉
大
友
る
も
の
で
あ
る
が
．
此
等
の
各
方
面
を
併
せ
持
て
居
る
と
い
ふ
と
と
は
‘
殆
ん
ど
世
凶
作
に
比
例
の
た
い
、
人
類
岡
家
に
釘
し
て

の
貢
献
者
で
あ
る
。

夫
れ
故
太
子
を
超
人
的
に
取
扱
う
て
、
同
時
に
八
人
の
訴
を
聴
い
た
左
ど
と
い
ふ
こ
と
も
無
理
か
ら
ぬ
倖
設
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
就

中
僻
敢
に
封
し
て
の
御
卓
見
は
日
本
計
り
で
は
な
く
遠
く
玄
那
ま
で
も
響
き
亙
っ
た
と
と
は
慈
畳
大
帥
が
入
唐
し
た
時
、
荊
渓
大
師
の
弟

子
明
宰
法
師
が
作
っ
た
上
官
疏
の
勝
宣
義
抄
六
巻
が
有
っ
て
思
し
師
っ
た
と
い
ふ
位
だ
か
ら
、
大
方
は
想
像
が
出
来
る
。

太
子
は
僻
敬
各
宗
か
ら
皆
因
縁
付
け
ら
れ
、
太
子
を
観
一
耳
目
の
化
身
と
し
て
西
方
往
生
を
説
い
た
保
土
敬
の
人
K

や
（
太
子
倖
古
今
目
録

抄
）
慧
思
締
師
の
後
身
と
す
る
天
台
宗
（
一
心
戒
文
）
建
麿
大
師
の
再
来
と
す
る
時
宗
ハ
日
本
伸
敬
金
書
本
俸
）
叉
之
と
逆
に
弘
法
大
師

の
前
身
だ
と
い
ふ
真
言
宗
の
偉
詑
〈
日
本
紳
仙
記
〉
な
ど
の
傍
来
を
考
へ
で
も
如
何
に
太
子
が
悌
敬
徒
の
思
慕
の
的
で
有
っ
た
か
が
想
像

さ
れ
る
‘
事
貨
は
今
日
我
等
が
想
像
以
上
の
思
慕
で
有
っ
た
と
と
は
‘
親
鷺
拍
車
人
が
和
闘
の
敬
主
聖
徳
皇
と
和
讃
に
一
一
百
は
れ
て
居
る
の
に

聖
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察
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も
明
了
だ
し
、
親
鷺
聖
人
も
日
蓮
聖
人
も
同
じ
く
磯
長
の
御
廟
へ
参
龍
し
た
と
俸
は
っ
て
居
る
と
と
に
依
て
も
考
へ
ら
れ
る
、
と
れ
程
思

慕
の
太
子
も
貫
は
僻
敬
各
宗
何
れ
の
宗
祇
に
も
闘
係
な
い
と
と
丈
け
は
明
白
の
と
と
で
あ
る
、
聖
徳
太
子
御
在
世
の
折
り
は
悌
敬
渡
来
僅

に
四
十
年
で
．
卒
ろ
一
種
の
悌
殺
事
と
見
ら
れ
、

一
面
か
ら
は
現
証
利
徒
の
泰
一
柳
と
見
ら
れ
て
居
っ
た
時
代
で
る
る
か
ら
、
何
れ
か
ら
も

宗
祇
的
影
響
を
う
け
る
闘
係
は
更
に
無
っ
た
の
で

b
る。

唯
太
子
の
師
は
慧
慈
法
師
で
あ
り
、
共
の
思
想
南
岳
大
帥
を
承
け
た
に
は
異
い
な
い
が
、
古
今
目
録
抄
に

今
此
，
疏
者
似
＝
一
大
台
－
似
－
吉
宗
d

以
＝
光
宅
寺
雲
法
師
疏
一
時
日
一
本
義
一
然
而
難
り
取
司
何
ノ
宗
吋

と
一
一
一
日
は
れ
る
や
う
に
何
の
宗
に
も
偏
頗
し
て
居
ら
ぬ
と
と
は
事
賞
で
あ
る
。

賞
は
太
子
の
俳
敬
は
僻
敬
の
窮
め
の
悌
敬
で
た
く
‘
唯
皇
室
中
心
の
話
め
の
働
法
、
敬
化
第
一
の
矯
め
の
働
法
で
有
っ
た
の
で
あ
る
、

太
子
の
叡
智
大
陸
文
撃
の
渡
来
に
伴
っ
た
思
想
動
揺
の
時
に
臨
ん
で
、
直
に
之
に
俊
一
四
し
て
研
究
を
つ
ど
け
て
、
と
の
大
陸
の
思
忠
文
鳳
一
－

を
融
化
し
て
日
本
建
国
の
精
榊
に
同
化
し
て
、

日
本
同
有
の
精
神
と
合
致
し
た
大
思
想
を
創
見
し
た
所
に
、
太
子
の
偉
大
さ
が
あ
り
太
子

の
株
色
が
有
っ
た
の
で
あ
る
。

夫
れ
故
太
子
が
数
多
の
寺
塔
を
詰
っ
た
こ
と
も
、
儒
者
流
に
見
て
伸
敢
に
耽
溺
し
て
敷
多
の
堂
塔
を
詰
立
し
た
な
ど
と
見
る
の
は
、
太

子
の
全
貌
b
L
知
ら
な
い
湾
見
者
の
妄
断
で
あ
る
。

奉
常
＝
天
皇
井
御
世
天
皇
一
管
＝
詰
λ

七
ケ
寺
↓

E
q
j
ヲ
ギ

以
件
ノ
伽
藍
敬
主
泉
下
？
岬
ん
陛
下
井
御
世
ノ
御
世
治
3

天
下
一
由
主
上

ム
」
凶
節
交
に
あ
る
と
と
が
事
賓
太
子
の
本
心
で
あ
ら
う
．
四
天
王
寺
は
守
屋
討
伐
の
誓
願
に
於
て
立
て
、
法
隆
寺
は
用
明
天
皇
搭
病
平
癒

祈
願
の
矯
め
に
建
て
ら
れ
た
と
倖
へ
ら
れ
、
共
外
四
筒
院



施

事量

院

施
輔
衆
慈
善
院

療

病

院

慈

益回

病

院

悲

同

院

孤

児

養

生

院

敬

同

院

感

イじ

院

と
一
一
一
口
っ
た
ゃ
う
の
も
の
は
言
は
や
と
知
れ
た
‘
一
畦
舎
事
業
の
機
闘
で
あ
る
の
で
．
働
敬
徒
に
祉
合
事
業
を
委
ね
、
隼
皇
愛
閣
の
道
場
を
起

さ
し
む
る
な

E
．
千
三
百
年
の
昔
に
あ
っ
て
は
普
く
外
閣
に
比
類
・
泣
き
卓
見
で
あ
り
・
文
化
先
進
閣
の
異
例
で
あ
る
。

憲

法

と

三

鰹

義

疏

か
う
し
た
見
地
か
ら
生
れ
た
‘
太
子
の
十
七
憲
法
と
三
経
の
義
疏
と
は
同
一
触
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
は
言
は
や
と
知
れ
た
と
と

で
‘
是
れ
明
か
に
王
伸
冥
合
の
先
駆
者
で
あ
る
‘
悌
の
慈
悲
宏
大
た
る
働
徳
は
則
日
本
天
皇
の
聖
徳
で
左
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
日
本
建
岡
以

来
の
侮
統
的
精
神
た
る
一
一
服
同
仁
四
海
宏
被
の
精
神
は
、
平
等
一
一
束
の
僻
精
榊
で
左
け
れ
ば
た
ら
ぬ
‘
此
の
点
が
明
了
に
表
頴
さ
れ
て
居

る
も
の
が
、
十
七
憲
法
と
三
粧
の
義
疏
で
あ
る
‘
恐
ら
く
太
子
御
一
代
に
畢
生
の
力
を
注
い
だ
も
の
は
と
の
こ
つ
で
あ
ら
う
、
市
し
て
太

子
時
代
の
枇
舎
情
勢
は
伸
敬
的
精
神
を
以
て
か
く
上
下
一
致
寓
民
協
和
を
馴
致
す
る
の
飴
俵
・
泣
き
般
態
で
有
っ
た
と
と
は
、
岡
・
奥
を
達
観

す
る
も
の
直
に
首
肯
せ
ら
る
L
と
と
で
、
太
子
が
と
の
創
見
に
於
て
唯
一
時
の
混
鈍
た
る
時
代
を
救
っ
た
計
り
で
は
た
く
、
永
く
日
本
の

一
枇
舎
を
利
導
し
て
今
日
の
闘
民
精
神
を
作
っ
て
居
る
と
と
は
、
闘
民
一
同
が
感
謝
し
た
け
れ
ば
た
ら
む
事
で
あ
る
・
之
に
筒
動
を
得
た
日

本
悌
敬
が
殆
ん
左
大
陸
的
伸
敬
と
其
の
所
詮
を
異
に
し
て
居
る
と
と
も
注
意
し
・
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

十
七
憲
法
の
依
存
十
を
討
槍
し
来
ら
ぽ
‘

了
と
し
て
三
経
精
神
の
潜
在
た
ら
ざ
る
は
な
い
‘
共
の
大
綱
は
大
乗
平
等
精
神
で
あ
り
、
共
の

理
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察



聖
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察

問

制
綱
は
叉
勝
輩
、
維
摩
、
法
華
の
三
経
よ
り
換
骨
院
胎
せ
し
も
の
と
見
る
ペ

L
・
十
七
憲
法
の

二
a

日
ヶ
鰐
敬
三
賢
三
費
者
備
法
借
也
、
則
同
生
之
格
闘
寓
閑
之
輔
宗
也

と
一
言
へ
ぽ

夫
れ
妙
法
蓮
華
経
は
査
し
是
れ
惣
じ
て
寓
菩
を
取
り
て
一
因
と
在
す
の
曲
一
京
一
同
：
・
：
庚
〈
寓
善
同
時
の
理
を
明
か
す

ム
」
法
華
義
疏
開
巻
第
一
に
あ
る
文
と
同
巧
異
曲

十
四
、
続
悲
棄
照
不
怒
、
建
人
皆
有
心
、
心
各
有
執
彼
自
疋
則
我
非
、
我
日
疋
則
彼
非
、
我
心
非
聖
位
非
市
内
主
ハ
日
疋
凡
夫
耳
・
：
・
：

と
あ
る
は
勝
章
義
疏
の

寓
行
王
法
を
以
て
（
一
念
の
〉
心
と
し
（
一
念
の
）
心
を
以
て
寓
行
五
法
と
鴛
す
、
心
と
法
と
一
体
に
し
て
こ
相
な
き
故
に
、
寓
行
革

法
は
即
ち
是
れ
心
、
心
は
即
ち
寓
行
E
法
・
な
り
と
言
ふ
な
り
（
世
界
聖
典
杢
集
義
疏
間
十
二
）

’
と
あ
る
義
疏
の
精
一
柳
と
其
の
根
本
は
一
致
し
て
居
る
と
見
て
柔
支
な
い
と
思
ふ
。

か
く
一
々
討
験
を
加
ふ
れ
ば
太
子
の
憲
法
精
神
の
由
来
す
る
所
を
知
る
と
と
が
削
来
る
、
共
中
第
一
一
僚
の
「
以
レ
和
得
L

貴
無
L

杵
岱
レ
宗
」

：
：
・
は
寓
物
融
通
の
犬
平
等
主
義
か
ら
出
張
し
た
大
乗
一
貫
精
神
な
る
と
と
は
勿
論
で
あ
る
。

而
し
て
憲
法
の
別
体
は
推
古
天
皇
の
十
二
年
で
ご
一
経
の
宮
中
御
講
演
は
十
問
年
と
言
は
れ
で
あ
る
、
此
の
前
後
に
於
け
る
太
子
の
思
想

境
遇
に
欝
化
の
な
か
っ
た
の
み
左
ら
歩
、
身
は
推
古
天
皇
の
皇
太
子
と
し
て
天
皇
の
請
に
依
て
之
を
宮
中
に
講
じ
た
の
で
、
と
の
講
本
が

天
下
を
風
腰
し
た
と
言
ふ
よ
り
、
共
の
形
勢
風
潮
が
天
下
後
世
に
影
響
し
た
所
は
異
に
偉
大
た
る
も
の
で
、
と
れ
か
ら
僧
尼
度
牒
の
志
願

殺
到
し
て
人
員
を
制
限
身
分
を
計
っ
て
許
し
た
制
度
の
生
れ
た
の
を
見
て
も
わ
か
る
、
此
の
感
化
徳
風
の
偉
大
な
る
跡
を
慕
っ
て
後
代
に

異
に
戒
壇
建
立
の
思
想
と
輿
論
が
生
れ
た
も
の
と
見
た
の
は
私
の
見
解
で
は
る
る
が
、
と
れ
は
至
営
の
推
理
で
あ
る
と
思
ふ
。



戒

壇

建

立

の

精

紳

戒
壇
と
い
ふ
と
と
は
上
御
一
人
よ
り
下
寓
民
ま
で
一
定
の
場
所
で
師
伎
の
誓
約
を
鴛
す
場
所
で
あ
る
、
と
れ
は
聖
徳
太
子
憲
法
の
精
紳

と
も
い
ふ
べ
き
国
民
同
化
の
般
態
を
具
体
化
し
た
も
の
で
、
元
よ
り
形
式
は
支
那
に
あ
っ
て
も
共
の
精
神
は
聖
徳
太
子
に
出
で
た
と
と
は

間
分
寺
創
立
縁
起
・
な
ど
で
之
を
示
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
、
宮
中
に
悌
壇
を
置
き
諸
聞
に
間
分
寺
を
建
て
一
時
に
悌
教
化
さ
う
と
し
た
治

闘
の
政
策
は
何
と
言
つ
で
も
と
の
形
で
あ
る
、
市
し
て
と
の
惣
本
山
は
奈
良
に
東
大
寺
と
顕
は
れ
た
、
と
の
東
大
寺
は
華
巌
宗
で
は
あ
る

が
営
時
は
八
宗
粂
息
一
a

悌
殺
の
惣
師
依
所
と
し
て
始
め
て
戒
壇
建
立
の
事
に
ま
で
進
ん
で
行
っ
た
。

と
の
寺
は
聖
武
天
皇
悌
敬
興
隆
の
勅
闘
に
依
て
創
め
本
曾
天
平
十
三
年
金
銅
虚
合
那
怖
の
鍔
迭
を
全
て
天
平
十
三
年
始
め
九
年
を
経
て

天
平
勝
賓
元
年
に
至
て
成
り
、
大
僻
殿
は
十
九
年
工
を
起
し
六
年
を
粧
て
天
平
勝
由
民
間
年
に
至
て
成
り
、
木
願
聖
武
天
皇
、
開
基
良
耕
、

勧
進
行
基
、
導
師
基
提
仙
那
の
闘
興
せ
る
所
故
四
聖
建
立
の
寺
と
い
ふ
、
其
年
間
月
孝
議
天
皇
開
堂
式
に
臨
幸
に
成
り
併
殺
興
隆
せ
ぽ
我

岡
隆
・
な
ら
ん
、
股
は
三
賓
の
奴
と
な
ら
ん
と
宣
へ
た
と
い
ふ
の
で
有
名
で
あ
る
の
で
、
紳
、
儒
雨
家
の
人
K

は
同
体
を
無
視
し
た
な
ど
い

っ
て
批
評
の
種
と
し
て
居
る
が
、
元
々
同
寺
建
立
も
錦
諮
問
家
の
矯
め
で
あ
る
故
共
の
御
言
葉
の
内
容
を
考
ふ
れ
ば
、
俳
敬
の
矯
め
と
言

ふ
よ
り
闘
円
余
の
矯
め
の
悌
敬
と
い
ふ
意
味
が
多
分
で
、
聖
徳
太
子
悌
敬
興
隆
の
御
精
榊
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

此
の
東
大
寺
本
傘
の
前
に
天
平
勝
賓
七
年
四
月
時
の
鑑
真
和
怖
が
工
作
－
喜
一
山
の
土
を
持
来
っ
て
戒
楠
町
一
を
作
っ
た
の
が
、
本
邦
戒
壇
の
建
立

の
始
で
あ
る
。
共
後
淳
仁
天
皇
天
平
賢
字
五
年
下
野
薬
師
寺
、
筑
紫
の
翻
音
寺
に
戒
壇
を
設
け
て
、
開
中
の
併
殺
徒
を
閤
分
け
し
て
之
に

従
属
せ
し
む
る
方
針
を
執
っ
た
。

勅
願
建
立
の
戒
壇
も
年
を
絞
て
闘
民
思
想
の
輔
換
に
及
ん
で
平
安
併
殺
の
起
る
と
共
に
、
共
の
時
代
の
代
表
者
日
本
天
台
宗
の
開
岨
侍

聖
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察

E.. 
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ムノ、

教
大
師
に
依
て
、
比
叡
山
国
頓
戒
戒
壇
建
立
が
企
て
ら
れ
た
‘
比
叡
山
も
桓
武
天
皇
の
勅
願
寺
で
あ
る
と
共
に
共
の
戒
壇
建
立
も
勅
許
に

依
る
べ
き
と
と
を
企
闘
し
た
の
は
、
東
大
寺
戒
壇
建
立
と
同
一
何
路
で
あ
る
‘
侍
故
大
師
は
弘
仁
十
年
三
月
十
五
日
と
弘
仁
十
一
年
二
月

十
九
日
と
弘
仁
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
と
三
度
に
豆
て
上
聞
し
て
．
戒
培
一
建
立
勅
許
を
請
ひ
‘
併
で
頴
戒
論
と
内
詮
伸
法
相
承
血
脈
譜

左
左
の
著
書
を
献
上
し
て
‘
天
台
関
｛
一
不
法
華
一
一
乗
の
妙
戒
を
以
て
戒
壇
建
立
す
る
と
と
が
岡
家
隆
昌
の
基
で
あ
る
と
と
を
奏
聞
し
た
。

天
思
開
許
、
先
帝
高
岡
載
－
R

繭
輿
ゥ
大
乗
戒
珠
杷
K

清
浮
弘
仁
潟
レ
源
偉
＝
此
大
戒
一
廻
倖
戒
一
問
、
持
護
＝
主
上
一

－
な
ど
と
稿
し

奉
＝
此
功
徳
一
以
減
＝
群
問
一
上
蕊

聖
書
無
晴
、
承
レ
此
兆
人
清
浮

弘
仁
十
一
年
の
上
奏
に
は

奉
＝
此
功
徳
一
以
減
コ
群
凶
－
上
悲
聖
書
無
帽
承
レ
此
兆
人
清
泰

な
ど
と
あ
る
に
依
て
見
る
と
と
が
出
来
る
‘
併
し
叡
山
岡
頓
戒
壇
の
事
業
は
南
部
各
宗
の
提
議
に
依
て
、
太
師
在
世
中
に
は
勅
許
な
く
淳

和
天
皇
の
天
長
四
年
義
民
和
尚
の
時
始
て
勅
許
を
得
て
叡
山
に
戒
壇
建
立
が
成
就
し
た
も
の
で
あ
る
。

傍
敬
大
師
の
叡
山
国
頓
戒
壇
は
元
よ
り
朝
野
遠
近
同
師
一
乗
の
抱
負
を
以
て
出
来
た
も
の
で
、
法
華
経
の
闘
伊
提
内
債
宣
流
布
の
理
想

表
示
で
あ
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
左
い
、
故
に
比
叡
山
の
規
模
宏
大
・
な
る
と
と
は
恐
ら
〈
古
今
に
絶
し
た
も
の
で
、
比
叡
三
千
坊
の
創
立

諸
姉
諸
坊
の
遺
替
は
、
や
が
て
は
樫
賓
雑
凱
の
艶
一
に
陥
っ
た
が
、
矢
張
り
悌
教
師
伎
の
惣
本
山
と
し
て
‘
天
下
の
崇
敬
を
と
L
に
集
め
た

般
態
は
天
下
の
偉
視
で
有
っ
た
、
鎌
倉
時
代
の
新
興
宗
教
が
共
の
源
を
と
の
山
に
殻
し
た
と
い
ふ
と
と
は
一
面
叡
山
の
包
容
性
を
語
る
と

共
に
、
既
に
固
頓
戒
は
名
の
み
と
成
っ
て
形
体
の
力
を
有
ず
る
欣
態
に
成
っ
た
と
と
も
叉
巳
む
を
得
友
い
が
、
法
華
一
一
来
閲
頓
戒
の
民
生

命
が
失
は
れ
た
と
と
は
恐
ら
く
偉
散
大
師
の
願
業
の
本
旨
で
は
た
い
と
と
と
忠
ふ
。



日
蓮
草
人
の
戒
壇
詣

比
叡
山
に
修
製
し
て
先
づ
此
の
欠
点
を
観
取
し
、
法
華
一
乗
固
頓
戒
の
再
興
を
企
て
た
も
の
は
日
蓮
聖
人
で
あ
る
・
日
蓮
聖
人
は
耀
迦

！
ー
天
台

i
l停
敬
l
！
日
蓮
と
三
園
四
師
を
外
相
承
と
し
た
位
停
敬
大
師
を
崇
敬
し
た
、
共
の
本
旨
は
同
じ
く
法
華
一
一
束
宗
に
有
っ
た

か
ら
で
あ
る
、
日
蓮
聖
人
は
更
に
惇
敬
大
師
の
固
頓
具
是
戒
を
手
ぬ
る
し
と
し
て
事
の
一
念
三
千
の
戒
法
を
以
て
本
門
戒
壇
建
立
を
絶
叫

し
た
、
天
台
は
謹
門
理
観
の
妙
法
で
あ
る
が
日
蓮
は
事
の
妙
法
本
門
書
量
品
極
秘
の
戒
法
だ
と
稿
し
、
本
謹
二
門
の
茅
別
を
立
て
L

一
路

法
華
一
乗
婆
婆
即
寂
光
上
行
所
傍
の
題
目
を
主
唱
し
・
本
門
の
三
秘
を
宗
旨
と
し
て
．
本
門
の
本
傘
、
本
門
の
題
目
、
本
門
の
戒
壇
と
掛
惜

し
、
此
の
戒
壇
建
立
は
上
行
菩
薩
が
本
師
樟
迦
僻
よ
り
奥
へ
ら
れ
た
る
・
本
化
別
頭
の
付
蝿
で
あ
る
と
し
て
日
蓮
聖
人
の
晩
年
に
至
て
之

を
護
表
し
た
、
此
の
護
展
に
就
て
日
蓮
敬
撃
の
上
に
察
易
・
な
ら
ざ
る
準
備
と
要
意
を
し
た
と
と
も
、
戒
壇
建
立
に
就
て
深
義
の
有
っ
た
と

と
が
考
へ
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
、
今
此
の
戒
壇
戒
体
に
就
て
の
研
究
を
語
る
の
飴
裕
は
た
い
が
‘
兎
も
角
も
日
蓮
聖
人
が
戒
壇
建
立
の
思
想

は
、
矢
張
り
立
正
安
園
の
貰
際
化
で
、
聖
徳
太
子
以
来
の
停
統
的
精
一
紳
を
極
度
に
護
輔
し
、
法
華
一
乗
の
妙
旨
を
園
家
の
上
に
具
体
化
そ

う
と
す
る
理
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
言
す
る
に
樺
ら
な
い
‘
今
日
蓮
聖
人
の
遺
文
中
一
、
二
の
交
を
抄
録
す
れ
ば
‘
大
方
日
蓮
華
人
戒
壇

戒
立
の
旨
趣
b
L
察
す
る
と
と
が
出
来
る
。

【
報
恩
抄
】

日
本
固
に
は
倖
敬
大
師
が
僻
滅
後
一
千
八
百
年
に
嘗
り
て
出
さ
せ
給
ヒ
天
台
の
御
躍
を
見
て
、
欽
明
よ
り
巳
来
二
百
六
十
余

年
が
聞
の
六
宗
を
せ
め
給
ひ
し
か
ば
、
在
世
の
外
道
漢
土
の
道
士
日
本
に
出
現
せ
り
と
話
せ
し
上
、
僻
滅
後
一
千
八
百
年
が
間
月
氏
漠

土
日
本
に
な
か
り
し
国
頓
の
大
戒
を
立
ん
と
言
の
み
た
ら
や
、
西
闘
の
観
音
寺
の
戒
壇
東
園
下
野
小
野
寺
の
戒
壇
中
園
大
和
園
東
大
寺

戒
壇
は
同
じ
く
小
栗
臭
糞
の
戒
な
り
瓦
石
の
如
し
、
云
々

筆
一
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察

七



聖
徳
太
子
に
就
て
の
一
考
察

丹、

門
三
大
秘
法
票
承
事
】

往
を
移
ニ
米
法
濁
思
未
来
4

時
、
勅
宜
並
御
歌
書
を
申
し
下
し
て
詩
子
似
＝
霊
山
洋
土
－
最
勝
ノ
地
ヲ
上
可
レ
建
＝
立
戒
壇
一
者
欺
可
b

待
L

時
耳
、
事 ム

均

戒
壇
者
王
法
冥
＝
備
法
一
僻
法
合
＝
王
法
一
王
臣
一
向
に
本
門
三
大
秘
密
の
法
を
持
て
、
有
徳
王
莞
徳
比
丘
の
共
乃

の
戒
法
と
巾
す
は
H

疋
也
、
三
国
井
一
閤
浮
提
の
入
機
悔
滅
罪
の
戒
法
の
み
た
ら
や
、
大
党
天
王
帝
耀
等
も
米
下
し
て
踊
給
べ
き
戒
壇
也

と
の
雨
文
を
併
せ
一
読
め
ば
日
蓮
聖
人
の
戒
壇
建
立
の
意
旨
は
尤
も
明
了
す
る
。

市
し
て
と
の
戒
壇
建
立
の
探
旨
は
王
悌
冥
合
の
志
願
目
的
を
究
寛
と
し
て
居
る
所
に
、
聖
徳
太
子
の
俳
敬
興
隆
の
意
旨
と
ム
口
設
を
凡
．

法
華
一
一
来
同
師
四
生
と
言
は
れ
た
所
に
同
じ
く
‘
「
寓
諮
問
同
蹄
」
汁
と
い
ひ
、
「
四
生
の
格
闘
寓
圏
の
極
｛
一
不
」
と
言
は
れ
た
と
去
に
契
合
し
て

聖
徳
太
子
が
伸
救
興
隆
の
民
精
榊
を
護
揮
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
悌
敬
の
特
色
を
高
揚
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
に
惜
り
な
い
。


